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留学はいいですよ 
英語担当 高杉桃子 

 

今回は私の留学の体験を話したいと思います。 

大学 2 年生の時にお金をため留学先として選

んだのがフィリピンのセブ島でした。人気な留

学先といえば、一般的にアメリカやカナダ、オ

ーストラリアなどがありますが、フィリピンの

公用語も同じく英語です（ちなみに現地の国語

はタガログ語という言語）。なので同じ英語とい

う言語を学ぶ点ではあまり大差ないと思ったこ

とと、どちらかというと私は異文化体験的なこ

とがしたいと考えていたので、発展途上国であ

る東南アジアの一国を選びました。ちなみに、

留学費は先ほど挙げた国々と比較すると三分の

一ほどで済みました（現在はどうか分かりませ

んが）。 

実際に留学をした感想として、日本と何もか

も違いすぎる！という体験ができたという点で

フィリピンを選んでとても良かったと思います。 

特に衝撃を受けたのが、野犬の多さです。現

地ではスーパーマーケットや公園など人の集ま

る場所に大量にいて妙に人懐っこいです。屋外

で食べ物を買って食べようものなら一瞬で集ら

れます。そして狂犬病に厳重注意。しかも残念

ながら犬だけでなく悪質なストリートチルドレ

ンもたくさんいますので、接触することのない

よう現地で散々注意されました。 

他にも、物価が日本の三分の一～二分の一ほ

どと安かったり、高級ブランド品の模倣品が平

然と売ってあったり、ほとんどの現地の人から

中国人か男性かで間違われたり、屋外でほぼ毎

日深夜まで踊ったり歌ったりする現地の人がい

たりと日本にいては味わえない感覚を存分に感

じることが出来ました。 

そして、私がフィリピンへ行く目的の一つと

していた山村スラムへ食料配布のボランティア

に参加した際のお話をします。「スラム＝危険」

という勝手な印象があったからか実際に見るス

ラムはどんな状況かと少し緊張して赴きました。

そのスラムには 30～40 人ほどの村民が住んで

おり、しかし想像に反し(と言うのは失礼です

が)村には電気が通っており、その村には定期的

に学校の先生が来て英語の授業を受けることが

でき、教材も貰えるとのこと。水や食料には時

折困るそうですが、このようなボランティアで

もらえる食料や物資を大切に使いながら日々生

活をしている様子が見て取れました。しかしこ

のような、いわゆる裕福なスラムはほんのごく

一部。基本的に海外から来るボランティアの人

たちは、スラムの中でも治安がよく安全性が高

い場所にしか行くことが推奨されていません

（そりゃそう）。 

 国によってはかなり治安の悪いスラムも存在

します。海外のボランティア等の活動に参加す

る場合はぜひ事前に情報を得ておくことをお勧

めします。 
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日 曜 7月の予定 

1 水  

2 木   

3 金   

4 土  【熊本校】保護者会・OS 

5 日   

6 月   

7 火   

8 水   

9 木   

10 金  【3 年】レポート提出〆切/【全体】情報処理検定/味噌天神清掃ボラ 

11 土   

12 日   

13 月  【3 年】〈前期〉定期試験（～15 日まで） 

14 火   

15 水   

16 木   

17 金  【高校】終業式/授業終了/ボウリング大会 

18 土   

19 日   

20 月 ㊗海の日              

21 火  【3 年】三者面談（～31日まで）【予備校】夏期講習⓵（24 日まで） 

22 水   

23 木   

24 金   

25 土  【八代校】保護者会・OS 

26 日   

27 月    

28 火  【予備校】夏期講習②（31 日まで）【全体】桜十字病院見学 

29 水   

30 木   

31 金   
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「嵌（はま）りました！！」 

 まんまと嵌りました・・・。三日連続で通ってしまいま

した！カレーが美味しいネパールの方がしておられる料理

店。「ネパールだと首都カトマンズご出身ですか？」、「い

や、ルンビニです」、「えっ！そこはお釈迦様がお生まれ

になった聖地ですよね！」、「はい、そうです！！」。 

かの日はたくさんの種類のカレーから二種類選べるダブ

ルカレーセットをオーダー。キーマとバターチキンがおス

スメ。もちろん激辛。プラスで辛味調味料。最高に美味し

い。ライスのおかわりもOK。そしてついに気になってい

た禁断の一品を頼んでしまいました。それは「チーズガー

リックナン」。トロトロチーズがたまらなく美味しい、そ

してすさまじくやばい量のガーリックが口の中をどんどん

攻めてくる！！これがまたたまらない。大満足。さすがに

次の日はマスクして仕事しました。そしたら、先生方や生

徒さんから「風邪ひいたんですか？」と優しいお言葉。「い

え、実は昨晩、かくかくしかじかで・・・」。笑われまし

た！！この店、ネパール人だけどインド、韓国、タイ料理

もある。店内は私が大好きなボリウッド映画（ハリウッド

映画ではない！）がずっと流れている。エキゾチックだ！

店の人の笑顔がいい。２年ちょっと前にオープンしてから

休んだことがないとのこと。駐車場代も払ってくれる。さ

て、こんなに私が嵌ってしまったお店の名は・・・？教え

ません！（またかよ！笑笑！）。さてポイントたまったか

らまた食べに行こう！！ 

 

 

 

 

 

あ、沖住です。この歳になると漫画でもアニメでも映画

でも音楽でも新しい作品を楽しむ元気がなくなります。そ

れでも生徒に紹介してもらい「ハマった！！！」と言える

作品があります。それは『ワールドトリガー』です。 

 2013年に連載が始まったジャンプ作品で、現在は月刊

のジャンプスクエアで連載されているそうです。ネイバー

と呼ばれる異世界からやってくる侵略者と、ボーダーと呼

ばれる防衛組織の戦いを描くという大筋だけをみるとシン

プルな構図の作品ながらも、その戦略性に富んだバトルと

ふんだんにいるキャラクター一人一人の掘り下げが魅力の

漫画です。 

  

 

 

 

雑な言い方になりますが、まぁぁとにかくハマりまし

た！数巻ずつ借りて読んだのですが、次の日には「早く次

巻以降もってこい」と命令するほどにハマりました。 

先にネイバー対ボーダーの戦いと言いましたが、本作の

魅力はそのボーダー内での部隊間の模擬戦にあるのかと思

います。言ってしまえば、対ネイバーという世界大会に向

けて日本代表を決めるみたいなイメージです。そして各キ

ャラクターの個性が可視化されており、それをもとにお互

いが戦略を練り戦い方次第で力の差をひっくり返したりす

る。常に先の読めない一発勝負のスポーツの世界を非常に

緻密にバトルものに落とし込んだ良作だと思います。 

本作を一言で言い表すと「知的スポ根モノ」。マキバオ

ーが好きな私にはとても刺さる作品でした。 

 

 

 

 

第 7回は、「“考えと行動”について考えてみた。」 

 自分自身に対して「頭ではわかっているけど、したくな

い。」や言った後（やった後）に「どうしてそんなことを

言った（した）んだろう？」ということはありませんか？

もしくは、他人に対して「こう言ったはずなのに、どうし

てやってないの？」と思うことはありませんか？僕はよく

あります。 

 人は「論理で考えて、感情で行動している」と思います。

（ここでいう論理は、“その人の思考のつながり”という

ことにします。）行動の原動力が感情である以上、自分が

行動するもしくは他人に動いてもらいたいときには、気持

ちよく動けるようにしていく必要があります。そのために、

運動前の準備運動をするように、じっくり時間をかけて心

の準備をしていくとよいと思います。 

 

今回のまとめ 

「論理で考え、感情で行動する。自分の感情・他人の感情

とうまく付き合っていく必要がある。」 

ご意見ご感想お待ちしております。 

 

 

 

 

【味噌天神清掃】 

７月１０日（金） ９：００ 

  志成館 １F 集合 

（参加をするとボランティア証明書が発行されます。進

学のために必要な生徒は通年で参加をしましょう。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度４回目の今回は定通大会の様子をお見せします。 

それでは、レッツぐるぐるウォッチっち！ 

今年も熊本県定時制・通信制体育総合大会

が開催されました。志成館からはバドミント

ンに 2 名、陸上に１名の生徒が参加しまし

た！選手たちの勇姿をぜひご覧ください！ 

今年出場できなかった人も、来年の出場を 

お待ちしています  

応援に来てくださった方々もありがとう

ございました。 

陸上 

バドミントン 


